
 

令和４年改正児童福祉法の内容を踏まえた体系の見直し 

＜新設された項目＞ 

 

【新設①】支援を必要とする妊産婦等の支援に向けた取組 

  支援を必要とする妊産婦等に対しては、子育て世帯訪問支援事業等を

はじめとする家庭支援事業による支援のほか、妊産婦等生活援助事業

（※）により、相談支援をはじめ、居住等による食事の提供その他日常生

活を営むのに必要な便宜の供与、個別支援計画の策定、産科・医療機関や

行政手続、就労支援機関への同行支援など、支援の入口から、妊産婦等と

の関係を築きながら、ニーズに応じた支援を包括的に提供していくため

新設された。 

 ※参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新設②】障害児入所施設における支援 

  障害児入所施設においても、被虐待児童が一定割合生活しており、障害

に対する正確な理解と障害特性に応じた環境の提供に加え、できる限り

良好な家庭的環境の下で支援を行う必要があることから、「良好な家庭的

環境」において養育されるようユニット化等によりケア単位の小規模化

を推進していくため新設されたもの。 
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